











Ὑπὲρ εὐχῆς οὗ τὸ ὄνομα ὁ θεὸς οἶδεν.  





Ὑπὲρ に始まる奉納銘には、εὐχῆς 以外にも様々な語が続く。 
 
Ὑπὲρ εὐχῆς Σεργίου. 
セルギオスの祈りのために 
Ὑπὲρ εὐχῆς καὶ σωτηρίας Ἰωάννου. 
ヨアンニスの祈りと救いのために 
Ὑπὲρ ἀναπαύσεως Ἡλιοδώρου. 
イリオドロスの（魂の）憩いのために 
Ὑπὲρ μνήμης Θέκλας. 
テクラの思い出のために 
Ὑπὲρ κοιμήσεως γονέων. 
両親の眠りのために 
Ὑπὲρ εἰρήνης καὶ ἀναπαύσεως Ἀναστασίας. 
アナスタシアの平和と魂の憩いのために 
Ὑπὲρ ὑγείας Πηγασίου. 
ピガシオスの健康のために 
                                                          
1 本発表と同趣旨は以下の拙稿に詳述されているので、参照されたい。「ビザンティン初期における『祈り』
の概念」『オリエント』38－1（1995 年 9 月）。 
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Ὑπὲρ ἁμαρτιῶν ἀφέσεως Δομετίου. 
ドメティオスの罪の赦免のために 
Ὑπὲρ ἁμαρτιῶν τῶν ἰλασμοῦ μου. 
我が罪の贖いのために 













Εὐξάμενοι τὴν εὐχὴν ἐπλήροσαν. 
祈った者たちが、祈り＝奉納物を完成させた。 








Εὐλογία Κυρίου τῶν ἁγίων τόπων. 
聖地の、主の祝福 
Εὐλογία τῆς Θεοτόκου μεθ᾽ἡμῶν. 
我等とともにある聖母（神の母）の祝福 











リシア語の多義性の中で、「εὐχή を捧げて εὐλογία を得る」という形で人々に意識されていた
のである。 
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